
■楢原中学校区 C-２ 【理想の暮らしとありたい姿】

キーワード

小学校児童が
やると

大人へつながる

みんなが
安心・安全に
暮らせる町

（防災・防犯）

災害時（特に水
害時）に近くで
避難できる場所
があれば安心

防災・防犯

開かれた学校
北浅川に車いす
でも行き来でき
る公園や遊歩道
があったらいい

地域の
はちバスの増加
交通便利な街
会社と協賛

交通

笑顔で暮らせる
ライフスタイル

自動車を
必要としない
ライフスタイル

助け合い
のできる
地域づくり

【シニア世代】
バーチャル空間
で自宅にいなが
ら買い物が
できる

【地方移住
したい人】
・農業を
始めやすい
・自然の中で
生活できる

【地方移住
したい人】

・移住しやすい

できるだけ長く
自宅で暮らせる

ように

【シニア世代】
自宅にいながら
病院診療が
できる

（レントゲン・問
診・血液検査等）

色々な世代の人
が助け合いなが
ら暮らせる風潮
のある街

小学校

↑
↓
高齢者

保護者
コロナ禍

今がチャンス

子どもと
高齢者が

SNSやZOOMで
コミュニケー
ション

ライフスタイル
地域のつながり

お年寄りの方と
接する機会

いつでも集える

スケジュールが
なく、いつでも
絵や音楽など好
きなことができ
るオープンな場

地域の子どもの
居場所

地域のサポートを
してくれる人

居場所の確保
地域の子どもの
安心安全の場所

【高校生】
友達と勉強した
り、自習できる

場

居場所

【高校生】
大学生や

他の高校の学生
社会人の方と
話せる場

気軽に行けて
おいしい食事が
あり仲間と会え
る場所がある

子
ど
も

機会

学
生

子ども・高齢者
での行き来が
できる場所

学校でも
地域と

共有している
ところがある

いつでも誰でも
オープンな所

小中一貫校で
余裕のある校庭
や50ｍプールの
ある学校

水泳など何か特技
がある子の育成

小学校

核

学校コーディ
ネーターに
権限を

防災設備が学校
にあるけど

普段は入れない

昔は土日も学校
に出入りできた

エコで
持続可能な
暮らし

ゴミのない街

ゴミがないと犯罪
も減少する地域に
目がいき届く

きれいな街の
実現

モラルの原点
ポイ捨てや不法投
棄のない街

分別の効果を
研修等で

認識してもらう
・古紙やアルミのリサ
イクル・再利用の過程
・分別による経済効果

ゴミ
（きれいなまち）

小学校を核とした地域の居場所づくり

●身近な小学校が地域の人にとってオープンな拠点とな
ることで、同世代同士や世代間などいろんな人が集い交
流でき、各々のできることを生かす機会の生まれる多く
の人にとっての居場所となる

●これまで知らなかった同士もお互いに顔見知ることで、
地域の防災・防犯やごみのないきれいなまちなど他の課
題解決へとつながることが期待される

●小学校が地域の拠点・居場所となることで
多世代のつながりが生まれ、多様な課題解
決につながる

●小学校が拠点となり、防災施設の
位置を地域の人が把握していれば、
いざという時の助けとなる

●お互いが顔見知りであれば、
小学校を閉鎖的にする必要がなく
防犯上も有効なはず

●お互いが顔見知りであれば、
人の目が気になりゴミを捨てづらくなるし、
ゴミ出しの助け合いにもつながる

【引退後の
シニア】

遊ぶ場所が
ほしい

【高齢の方】
家にこもらず共通
の趣味などを仲間
と楽しめる場所が

ある

元気な高齢者な
どで地域の見守
り学習塾を開く
学習の遅れを

サポートし自習に
つなげる

高齢１人暮らし
でも

地域とつながる

高
齢
者

●遊ぶ場所や居る場所、勉強する場所が近くにないと
家に篭ってしまうのは子どもも中高生も高齢者も同じ

●同世代同士、世代間などいろんな人が集り、各々ができる
こと（特技・能力）を生かせるような居場所や機会が必要

●小学生から地域の人と関わることが将来の貢献につながる

第１回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ


